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Ⅱ．講演会報告








は約 35％（2011 年）に達し，全国平均より 10％以















護施設の介護職員 2 名，介護支援専門員 1 名，作業
療法士 1 名，理学療法士 1 名，社会福祉法人等の常




















































斎藤と Jim Cuthbert 氏がセッション形式で講演を





















参加者のうち調査用紙を回収した者は，96 人中 90 人
（回収率 93.6％）であった。性別は男性が 18 人（20.0％），
女性が 72 人（80.0％），年代は 20 歳代以下が 68 人
（75.6％），30～ 40 歳代が 11 人（12.2％），50～ 60 歳代が
5 人（5.6％），70 歳代以上が 5 人（5.6％）となっており，
20 歳代以下の女性（学生）が多く参加しているが，一般
市民の参加は少なかった。また，居住地は，新見市が
80 人（88.9％），新見市以外が 10 人（11.1％）であった。
職業は，会社員・役員が 4 人（4.4％），専門職は 5 人
（5.6％），公務員は 1 人（1.1％），学生は 66 人（73.3％），




























































年）」３）において，男性は 69.66 歳でワースト 7 位，女性は























































Organization of Japan 略称 IYEO）は，昭和 34 年度から
始まった内閣府【総務庁・総理府】が行ってきた青年国
際交流事業の既参加青年で組織されており，会員数は 1
万 4 千名に達しています。沿革をたどると，昭和 36
年，「青年海外派遣」事業の既参加青年組織として「日本
青年海外派遣青友会」が結成され，次いで昭和 43 年「青
年の船」の既参加青年組織として「青年の船の会」が組織
され，昭和 60 年には活動組織としての確立を目指して
両者が統合し「日本青年国際交流機構」が発足しました。
註２）GP 制度
英国は，全国民に対して，税財源による原則無料のサ
ービスを提供（国営）。国民は，救急の場合を除き予め
登録した一般家庭医（General Practitioner）の診察を受
けた上で必要に応じて GP の紹介により，病院の専門
医を受診し，入院する事ができる。つまり，病気にな
った場合にはまず登録している家庭医（GP)にかかり，
GP が必要と判断した段階で公立病院へ紹介される形に
なります。アクセスに制限（ＧＰを受診→大病院）。
註３）NHS
1948 年に創設された国民保健サービス（NHS）によっ
て，全ての国民に疾病予防や防やリハビリテーション
を含めた包括的な医療サービスを税財源により原則無
料で提供。
松永　美輝恵・斎藤　利之
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講演会『生きがいのある高齢期の生活づくりを目指して』実施報告
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（※）外来処方薬や歯科治療について，一部自己負担あり。

